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会
長

   

山
田  

雅
雄

「
今
年
こ
そ
は
」

竹林豹虎図（名古屋城総合事務所蔵）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
４（
２
０
２
２
）年
の
年
明
け
で
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
い
た
だ

い
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日

本
で
も
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
が
進
み
、
そ
の
効
果
が

出
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昨
秋
の
岸
田
内
閣
誕

生
の
頃
か
ら
、
日
本
国
内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
新
規
感
染
者
数
が
激
的
に
減
少
し
始
め
ま
し

た
。
こ
の
冊
子
が
お
手
元
に
届
く
頃
、
コ
ロ
ナ
禍
も

落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
の
干
支
は
「
壬
寅
（
み
ず
の
え
と
ら
）」

で
す
。「
壬
寅
」
に
は
「
陽
気
を
孕
み
、
春
の
胎
動

を
助
く
」、
冬
が
厳
し
い
ほ
ど
春
の
芽
吹
き
は
「
生

命
力
に
溢
れ
、華
々
し
く
生
ま
れ
る
年
に
な
る
」
と
、

さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
新
し
い

社
会
を
目
指
し
て
い
く
「
期
待
」
の
持
て
る
言
葉
で

す
。
折
し
も
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
に
、
衆
議

院
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
新
し
い
内
閣
が
誕
生
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
通
常
と
は
違
っ
て
思

い
切
っ
た
政
策
を
展
開
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
少
子
対
策
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
気
候
変
動

対
策
な
ど
で
す
。
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
に
よ
り
、
こ

れ
以
上
温
暖
化
を
進
め
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
現
実
は
す
で
に
気
候
は
変
化
し
、
日
本
で
は
毎

年
の
よ
う
に
今
ま
で
の
経
験
に
基
づ
く
想
定
を
遥
か

に
上
回
る
豪
雨
や
長
雨
に
よ
り
、
深
刻
な
浸
水
や
土

砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
防
災
事
業

も
急
務
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
・
物
理
学

賞
が
、
気
候
変
動
を
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
さ
れ
て
き

た
真
鍋
淑
郎
先
生
に
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ

の
よ
う
な
時
代
背
景
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

さ
て
、
昨
秋
に
は
満
77
歳
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
の

皆
様
に
「
喜
寿
の
お
祝
い
」
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
１
５
２
名
と
多
数
の
皆
様
が
該
当
い

た
し
ま
し
た
。「
白
寿
」
の
方
も
３
名
お
見
え
で
し

た
。
退
職
後
も
元
気
で
い
る
期
間
が
ま
す
ま
す
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
を
ど
う
過
ご
し
て
い
く

か
、
社
会
も
高
齢
者
に
対
す
る
期
待
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
個
人
の
生
き
方
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
名
友
会
」
と
し
て
も
、
会
員
の
福
利
厚
生
の

充
実
を
図
る
責
務
が
あ
り
、
頼
ら
れ
る
会
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６
月
に
は
、
通
常
総
会
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
に
は
健
康
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
、
ま
た

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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第
53
回

通
常
総
会
開
催

名
友
会
の
通
常
総
会
が
令
和
３
年
６
月

22
日
に
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
１
９
５
名
、
委

任
状
提
出
者
は
２
２
７
６
名
で
し
た
。

今
回
の
総
会
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
に
、
様
々
な
対
策

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
入
場
者
を
会
場
定

員
の
半
数
以
下
と
す
る
た
め
、
当
日
は
会

場
に
来
る
の
で
は
な
く
、
欠
席
の
ハ
ガ
キ

を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
３
０
０
名
を
超
え
る

出
席
ハ
ガ
キ
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
、
入
場
時
に
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

間
隔
を
空
け
て
並
ん
で
い
た
だ
き
、
非
接

触
型
体
温
計
に
よ
る
体
温
の
計
測
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
、
連
絡
先
の
記
帳
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
、
席
を
一

つ
置
き
に
空
け
て
着
席
し
、
換
気
に
配
慮

し
な
が
ら
開
場
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
例
年
「
米
寿
の
慶
祝
」
と

し
て
、
満
八
十
八
歳
を
迎
え
ら
れ
る
人
を

お
迎
え
し
て
、
会
長
・
副
会
長
か
ら
手
渡

し
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て
郵
送

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
議

事
終
了
後
に
は
、「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

や
「
お
楽
し
み
抽
選

会
」
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
議
事
の
み

を
行
い
ま
し
た
。
な

お
、
出
欠
に
か
か
わ

ら
ず
、
総
会
の
ハ
ガ

キ
を
投
函
さ
れ
た
方

に
は
、
後
日
、
七
月

二
十
日
、
抽
選
会
を

行
い
、
特
賞
の
御
園

座
観
劇
券
は
じ
め
東

北
や
熊
本
の
味
覚
賞

品
な
ど
を
合
計
２
３
０
名
の
方
々
に
、
お

送
り
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
野
田
理
事
の
司
会
に
よ
り
進
行

し
、
冒
頭
、
こ
の
一
年
間
の
物
故
者
を
追

悼
し
て
、
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
山
田
会
長
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
が
、
気
を
も
ち
な

お
し
て
、
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
き
た
い

旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

例
年
、
来
賓
と
し
て
臨
席
を
賜
っ
て
い

ま
す
名
古
屋
市
長
、
名
古
屋
市
会
議

長
、
名
古
屋
港
管
理
組
合
総
部
部
長

の
各
氏
か
ら
は
、
臨
席
を
見
送
り
、

祝
辞
に
代
え
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
、
会
場
内
に
掲
示
い
た
し
ま

し
た
。

議
事
の
審
議
に
入
り
、
第
一
号

議
案
「
令
和
二
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
（
案
）
並
び
に

監
査
報
告
に
つ
い
て
」、
第
二
号
議

案
「
令
和
二
年
度
公
益
目
的
支
出
計

画
実
施
報
告
書
及
び
決
算
報
告
に

つ
い
て
」
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
第
三
号
議
案
「
令
和
三
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
」
報
告
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

☆
次
回
総
会
の
ご
案
内

二
〇
二
二
年
六
月
二
十
八
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～

　

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

※
次
回
の
総
会
で
も
、
ス
テ
キ
な
賞
品
の

当
た
る
出
欠
ハ
ガ
キ
に
よ
る
抽
選
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
が
ハ
ガ

キ
を
投
函
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

検温風景

総会風景



お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

     

令
和
三
年

　     

喜
寿
敬
老
者

　
　
　                                             （
昭
和
十
九
年
生
ま
れ
）
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長
寿

氏　
　
　

名

退
職
所
属

青　

山　

サ
チ
子

教
育
委

赤

坂

靖

正

港

区

浅　

井　
　
　

誠

市
経
局

浅

田

直

行

西

区

安

部

正

一

緑
土
局

阿　

部　

冨
貴
子

中
川
区

天

野

修

身

中

区

安

藤

一

男

緑
土
局

飯

田

茂

司

上
下
水

家

田

幸

蔵

緑
土
局

家

田

守

隆

緑
土
局

生

田

隆

之

緑
土
局

池

邉

勝

徳

緑
土
局

石

橋

鉱

治

港

区

石

邨

詔

彦

緑

区

磯

谷

晋

作

緑
土
局

伊　

藤　
　
　

博

財
政
局

伊

藤

義

信

市
経
局

犬

飼

久

隆

名
東
区

井　

藤　
　
　

登

上
下
水

岩　

口　
　
　

武

消
防
局

岩

瀬

博

明

消
防
局

岩　

村　

英
太
郎

瑞
穂
区

因

田

義

男

副
市
長

上

田

好

和

西

区

牛　

田　
　
　

隆

健
福
局

宇
津
野　

タ
ケ
子

健
福
局

江

崎

淳

子

教
育
委

氏　
　
　

名

退
職
所
属

大

池

惠

周

緑
土
局

大

路

正

治

港

区

太

田

晋

二

瑞
穂
区

太　

田　
　
　

進

消
防
局

太　

田　
　
　

勝

健
福
局

大　

野　
　
　

建

西

区

大　

橋　
　
　

保

消
防
局

大

宮

正

昭

環
境
局

小

川

泰

治

名
東
区

小

川

哲

男

上
下
水

小

川

利

男

上
下
水

小　

川　
　
　

誠

消
防
局

沖

本

竹

史

市
民
局

尾

関

義

秋

西

区

織

田

丈

夫

市

大

柏　
　
　

和　

雄

消
防
局

加

藤

敏

子

教
育
委

金

子

義

明

南

区

川

坂

修

亮

健
福
局

北

原

政

子

教
育
委

鬼

頭

洋

一

緑
土
局

木　

村　
　
　

剛

健
福
局

桐　

山　
　
　

健

上
下
水

久

野

正

勝

教
育
委

熊　

谷　
　
　

任

上
下
水

倉　

毛　
　
　

勝

環
境
局

栗

木

智

法

守
山
区

榑　

林　

三
恵
子

健
福
局

氏　
　
　

名

退
職
所
属

小
木
曽　

育　

子

健
福
局

小　

嶋　

美
智
子

名
港
管

小　

谷　

由
紀
子

健
福
局

小

林

武

男

西

区

小

林

英

紀

健
福
局

小

森

正

義

上
下
水

近

藤

由

平

健
福
局

後

藤

義

勝

上
下
水

酒　

井　

奈
津
子

昭
和
区

坂

井

正

治

市

大

榊

原

光

明

教
育
委

櫻

井

和

衛

緑
土
局

佐

藤

忠

昭

西

区

佐

藤

幸

久

千
種
区

佐

橋

恭

治

中

区

塩

見

晃

正

天
白
区

重　

森　
　
　

恵

環
境
局

鈴

木

教

弘

上
下
水

鈴

木

房

男

緑
土
局

鈴

木

正

勝

住
都
局

諏

訪

一

夫

総
務
局

世

古

安

利

住
都
局

袖

岡

正

典

中
川
区

髙

木

茂

樹

緑
土
局

髙

瀬　
　

勲

上
下
水

武

井

晴

夫

上
下
水

田

中

弘

子

健
福
局

田

中

正

弘

上
下
水

田

村

昭

雄

緑
土
局

樽

井

信

彦

緑
土
局

塚

本

孝

保

副
市
長

恒

川

明

生

港

区

恒

川

貞

夫

上
下
水

氏　
　
　

名

退
職
所
属

徳

井

勝

利

住
都
局

徳

田

裕

彦

緑
土
局

豊

田

道

夫

交
通
局

内

藤

三

男

上
下
水

仲

尾

高

昌

上
下
水

中
堂
園　
　
　

勝

環
境
局

中　

西　
　
　

桂

千
種
区

中

村

久

勝

上
下
水

永

井

祐

治

健
福
局

長

江

清

光

緑
土
局

新

原

廣

夫

交
通
局

西　

尾　
　
　

栄

教
育
委

西

川

忠

雪

環
境
局

西

村

康

彦

上
下
水

橋

本

信

也

環
境
局

長
谷
川　

淳　

一

守
山
区

服

部

俊

二

教
育
委

服

部

恒

丸

熱
田
区

服

部

友

久

北

区

服

部

泰

明

環
境
局

羽
根
田　

明　

子

中
村
区

濱　

田　
　
　

和

健
福
局

濱

野

節

子

瑞
穂
区

早

川

嘉

治

上
下
水

林　
　
　

昌　

利

市
経
局

伴　
　
　

利　

勝

南

区

坂

野

正

幸

住
都
局

日
比
野　

召　

司

健
福
局

平

林

淳

子

中

区

深

谷

公

一

消
防
局

福

田

重

正

上
下
水

福　

原　
　
　

稔

中

区

福

村

定

勝

守
山
区

氏　
　
　

名

退
職
所
属

藤

掛

宗

久

熱
田
区

藤

綱

弘

子

教
育
委

細

川

正

親

守
山
区

細

川

光

雄

上
下
水

堀

田

幹

夫

中
川
区

毎

田

勝

敏

消
防
局

牧

野

眞

理

住
都
局

桝

谷

征

夫

消
防
局

増

田

和

彦

住
都
局

松

井

正

之

緑
土
局

松　

本　
　
　

脩

環
境
局

水

谷

茂

生

交
通
局

水

野

惠

子

西

区

水

野

幾

之

緑
土
局

光

﨑

賢

治

住
都
局

宮

木

孝

司

港

区

宮

島

航

一

住
都
局

三　

輪　
　
　

勉

上
下
水

武

藤

嘉

信

上
下
水

八
ヶ
代　

正　

照

環
境
局

矢

田

泰

子

瑞
穂
区

矢

野

和

義

市
経
局

山

﨑

秀

男

緑
土
局

山

田

勝

彦

上
下
水

山　

盛　
　
　

武

緑
土
局

横　

原　
　
　

勝

南

区

吉

井

光

廣

交
通
局

若

松

公

也

名
港
管

渡

邊

勝

子

中
川
区

山

下

玲

子

賛

助

一
五
二
名
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⑲　

目
の
お
と
ろ
え
気
に
な
り
ま
せ
ん
か

栄
内
科
院
長
、
名
古
屋
市
産
業
医

（
愛
知
医
科
大
学
客
員
教
授
）

山
田
琢
之

（
や
ま
だ
　
た
く
じ
）

以
前
、
名
古
屋
市
役
所
退
職
時
講
演
会

で
健
康
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
名
友
会
会
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た

だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
質
問
の
一
つ
で
あ

る「
感
覚
器
で
不
安
こ
と
は
何
で
す
か
？
」

に
対
し
て
、「
聴
覚
」
や
「
記
憶
力
の
低
下
」

を
挙
げ
た
方
も
見
え
ま
し
た
が
、
88
％
の
方

が「
視
機
能
の
不
安
」と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
、
若
い
と
き
に
比
べ
、
近
く
が
見

え
に
く
く
な
り
、
暗
い
場
所
で
は
文
字
が

見
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は「
老
眼
」

で
あ
り
、
誰
に
で
も
起
こ
る
目
の

老
化
で
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
は
レ
ン
ズ
の
役
目
を
し
て
い

る
水
晶
体
の
弾
力
性
が
衰
え
て
く

る
た
め
に
お
き
ま
す
。

「
白
内
障
」
は
、
目
の
水
晶
体

が
白
く
濁
る
こ
と
で
発
生
し
ま

す
。
日
差
し
や
明
る
い
場
所
で
ま

ぶ
し
く
感
じ
た
り
、
見
る
対
象
が

ぼ
や
け
た
り
、
か
す
ん
だ
り
し
ま

す
。
水
晶
体
が
濁
る
と
光
が
眼
底
（
目
の

奥
）
に
届
き
に
く
く
な
る
こ
と
が
主
な
原

因
で
す
。

「
緑
内
障
」
は
加
齢
が
原
因
で
は
な
く
、

若
い
人
に
も
発
生
し
ま
す
が
、
眼
圧
が
高

く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
視
神
経
に
障
害
が

起
こ
り
、
視
野
が
狭
く
な
る
病
気
で
す
。

血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
、
糖
尿
病

歴
の
長
い
方
は
「
糖
尿
病
性
網
膜
症
」
に

注
意
し
て
下
さ
い
。
初
期
に
は
見
え
方
の

変
化
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
行

す
る
と
、
視
力
が
急
激
に
低
下
し
て
見
て

い
る
物
が
「
か
す
ん
だ
り
」「
ゆ
が
ん
だ

り
」
し
て
き
ま
す
。
黒
い
虫
が
動
い
て
見

え
る
「
飛
蚊
症
」
が
現
れ
始
め
た
ら
危
険

信
号
で
す
。

ほ
か
に「
黄
斑
円
孔
」や「
黄
斑
上
膜
」、

「
網
膜
静
脈
閉
塞
症
」
も
視
力
が
低
下
す

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
定
期
的
に
眼

科
で
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

さ
て
最
近
、
50
歳
以
上
の
約
80
人
に
一

人
（
50
歳
以
上
の
約
1.3
％
）
に
発
症
す
る

「
加
齢
黄
斑
変
性
」
が
年
々
増
え
る
傾
向

に
あ
り
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

視
力
で
と
て
も
大
切
な
黄
斑
部
位
が
加

齢
と
と
も
に
委
縮
す
る
こ
と
で
起
こ
る
ほ

か
、
滲
出
型
は
、
血
液
中
の
水
分
が
黄
斑

部
の
網
膜
下
に
た
ま
り
、
そ
の
結
果
、

1　

物
が
歪
ん
で
見
え
る
「
変
視
症
」

2　

中
心
部
が
見
え
に
く
い「
中
心
暗
点
」

3　

ぼ
や
け
て
見
え
る
「
視
力
低
下
」

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇

網
膜
中
心
部
（
黄
斑
）
の
異
常
を
調
べ

る
図
が
ア
ム
ス
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
す
。

下
記
の
図
を
10
セ
ン
チ
四
方
に
拡
大
し

て
、
お
よ
そ
30
セ
ン
チ
離
し
て
眼
鏡
を
か

け
た
ま
ま
、
左
右
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
は
両
目
で
物
を
見
て
い
る
の

で
、
片
目
の
変
化
に
気
づ
き
に
く
い
も
の

で
す
。

格
子
状
の
線
が
歪
ん
だ
り
、
中
心
部
が

暗
か
っ
た
り
、
真
ん
中
が
欠
け
て
見
え
た

り
し
た
ら
、
必
ず
眼
科
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

左の図を 10㎝四方に拡大し片目で見てください。ゆ
がんだり、真中が欠けていたり、見えなかったら要
注意、眼科に受診して下さい。
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ゴ
ル
フ
部

名
友
会
ゴ
ル
フ
部
は
、
名
友
会
会
員
の

趣
味
の
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
健
康
の
維

持
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
春
（
六
月

頃
）
と
秋
（
十
月
頃
）
の
年
二
回
コ
ン
ペ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

名
友
会
会
員
な
ら
ど
な
た
で
も
自
由
に

入
部
で
き
、
特
に
初
参
加
の
方
、
大
歓
迎

で
す
。
世
話
人
一
同
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
部
へ
の
入
会
等
に
つ
い
て
は
名

友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
ま
し

た
が
感
染
防
止
に
十
分
留
意
し
、
パ
ー

テ
ィ
ー
及
び
表
彰
式
は
行
わ
ず
、
前
半
九

ホ
ー
ル
の
成
績
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

▼
春
季
大
会
（
七
月
六
日
）

　
　
　
　
　

参
加
者　

三
十
三
名

　

▼
秋
季
大
会　
（
十
月
二
十
七
日
）

　
　
　
　
　

参
加
者　

三
十
名

◆
世
話
人
代
表　

二
神　

望

◆
連
絡
先　

　

ゴ
ル
フ
部
世
話
人

　
　
　

古
田　

榮

　

☎ 

〇
九
〇
―
一
七
二
九
―
三
九
六
七

　
俳
句
部
だ
よ
り

秋
深
し
ル
バ
ー
ブ
ジ
ャ
ム
の
煮
つ
ま
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚　

味　

當　

子

行
く
秋
や
村
に
時
報
の
童
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯　

田　

孝　

次

里
山
の
暮
ら
し
に
馴
染
み
ひ
ょ
ん
の
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯　

田　

弥　

生

特
売
日
家
路
に
溢
る
秋
刀
魚
の
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太　

田　

一　

雄

米
寿
と
ふ
自
覚
な
く
生
き
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

森　

三
保
子

窓
辺
の
子
耳
澄
ま
し
を
り
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻　

野　

よ
し
子

稜
線
を
染
め
し
茜
や
崩
れ
簗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

榊　

原　

小
夜
子

ぐ
い
と
飲
み
居
酒
屋
出
る
や
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　

明
比
古

人
違
ひ
気
づ
き
日
傘
を
傾
げ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

田　

和　

子

手
足
伸
ば
し
深
夜
放
送
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦　

坂　

茂　

光

落
語
聴
き
一
人
楽
し
む
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊　

坂　

る　

り

利
酒
や
城
下
の
町
の
縄
の
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　

ト
キ
子

リ
ハ
ビ
リ
の
回
数
記
す
盆
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

羽　

俊　

吾

分
を
知
り
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

川　

充　

惠

人
の
言
に
心
和
め
る
夕
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

貴
志
子

カ
ー
テ
ン
開
け
介
護
の
合
間
い
わ
し
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

い
つ
子

令
和
三
年
十
月
俳
句
会

（
指
導　

大
森
三
保
子
・
山
口
貴
志
子
）

◆
定
例
俳
句
会

　

毎
月
第
三
木
曜
日
午
後
四
時
四
五
分
～

　

会
場　

鶴
舞
図
書
館　

会
議
室

◆
吟
行
会　

年
二
回
ほ
ど

◆
鍛
練
会　

年
一
回
（
一
泊
二
日
）

ボ
ケ
防
止
と
健
康
保
持
に
俳
句
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

皆
様
方
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
入
部
・
投
句
な
ど
連
絡
先

　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田　

孝
次

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
五
二
）八
二
四
―
五
一
〇
八

囲
碁
ク
ラ
ブ

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

の
広
が
り
の
な
か
、
毎
月
の
定
例
会
を
休

ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

状
況
が
あ
ま
り
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
恒
例
の
新
春
囲
碁
大
会
を
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◆
世
話
人　

柴
田　

義
昭

　

☎
（
〇
五
二
）
八
七
二
―
〇
八
九
一
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食
歩
き
散
歩

近
藤
世
津
子

市
役
所
を
退
職
し
て
時
間
に
余
裕
が
で

き
、以
前
か
ら
の
趣
味
（
と
言
え
る
か
？
）

だ
っ
た
「
散
歩
」
の
充
実
を
図
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
、
ネ
ッ

ト
の
口
コ
ミ
な
ど
で
「
街
の
み
ど
こ
ろ
」

情
報
を
仕
入
れ
、路
地
裏
に
も
入
り
込
み
、

「
お
お
！
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
も
の

が
！
」
と
新
鮮
な
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
た
だ
歩
く
だ

け
で
は
な
く
、土
地
の
歴
史
も
勉
強
し
て
、

学
び
を
得
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
気
が
つ
く
と
「
お
っ
！
こ
の
店
、

酒
の
肴
が
充
実
」
と
か
「
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ

レ
ン
チ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
」
と
か
、

も
っ
ぱ
ら
「
食
」
ば
か
り
で
頭
が
い
っ
ぱ

い
に
。
当
分
は
煩
悩
に
ま
み
れ
た
「
街
歩

き
」
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
政
局
）

私
の
老
後

下
田
一
幸

定
年
後
も
趣
味
と
呼
べ
る
様
な
高
尚
な

も
の
に
出
会
う
こ
と
も
な
く
、
私
の
老
後

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
焦
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
元
教
育
委
員
長
の
服
部
は

つ
代
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
、
￢N

PO

チ
ャ
イ

ル
ド
ラ
イ
ン
あ
い
ち
」に
入
会
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
悩
み
を
毎
日
無
料
電
話

や
チ
ャ
ッ
ト
で
受
け
る
１
０
０
人
程
の
団

体
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
も
や
も
や
し
た
気
持

ち
を
誰
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
に
最
後
ま
で
き

ち
ん
と
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
で
心
の
整
理

が
で
き
た
り
ス
ッ
キ
リ
で
き
た
り
し
ま
す
。

日
々
の
活
動
の
他
に
、
毎
年
80
万
枚
の

電
話
カ
ー
ド
を
印
刷
し
て
配
っ
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
設
し
た
り
、

Y
ouT

ube

配
信
し
た
り
と
結
構
の
忙
し

さ
で
す
が
、
お
陰
様
で
自
分
の
気
持
ち
は

老
後
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
感
謝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

私
の
愛
車
遍
歴

佐
藤　

勝

十
代
で
運
転
免
許
証
を
取
得
し
て
以

来
、
車
の
運
転
が
趣
味
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
マ
イ
カ
ー
は
、
最
初
は
４

ド
ア
セ
ダ
ン
、
子
ど
も
が
小
さ
い
頃
は
８

人
乗
り
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
、
妻
の

希
望
で
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
の
車
な
ど
で
、
す

べ
て
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
を
乗
り
継
い
で

き
ま
し
た
。
自
分
の
希
望
よ
り
も
家
族
の

ニ
ー
ズ
を
優
先
し
た
車
選
び
で
し
た
が
、

60
歳
の
定
年
退
職
を
機
に
、
自
分
へ
の
ご

褒
美
と
し
て
自
分
が
乗
り
た
か
っ
た
車
に

乗
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
い
ま
ど
き
そ
ん
な
車
に
乗
る

の
か
と
い
う
周
り
の
声
を
よ
そ
に
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
古
車
を
購
入

し
ま
し
た
。

エ
ン
ス
ト
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な

が
ら
、
週
末
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
観
光
文
化
局
）

チ
ビ
猫
と
の
く
ら
し芝　

康
夫

13
歳
の
先
住
猫
二
匹
と
の
穏
や
か
な
暮

ら
し
の
中
に
、
六
月
か
ら
縁
あ
っ
て
生
後

二
月
の
猫
（
雄
雌
）
二
匹
が
加
わ
り
同
居

し
て
い
ま
す
。
力
漲
る
チ
ビ
猫
は
、
体
力

の
衰
え
た
老
猫
に
隙
を
見
て
は
バ
ト
ル
を

仕
掛
け
家
中
追
い
回
し
て
い
る
ほ
か
、
食

事
時
に
は
テ
ー
ブ
ル
に
い
き
な
り
飛
び
移

り
料
理
に
顔
を
突
っ
込
み
ま
す
。
予
め

ケ
ー
ジ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
雄
と
異
な

り
、
雌
は
人
の
動
き
を
敏
感
に
察
し
て
逃

げ
回
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

先
日
も
隙
を
見
て
床
か
ら
テ
ー
ブ
ル
に

飛
び
乗
っ
た
際
に
、
勢
い
余
り
料
理
を
床

に
ぶ
っ
ち
ゃ
け
食
事
は
中
断
。
友
人
の
急

逝
に
よ
り
思
い
も
よ
ら
ず
チ
ビ
猫
を
飼
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
々
の
暮
ら
し

の
刺
激
に
は
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
川
区
）
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晩
節
を
・
・
考
え
る菅

谷　

久

退
職
後
、
有
名
進
学
校
を
持
つ
学
校
法

人
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

65
歳
で
2
度
目
の
定
年
退
職
を
迎
え
退

職
金
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

つ
い
ズ
ル
ズ
ル
と
残
り
、
役
員
を
3
年
務

め
、
流
石
に
そ
ろ
そ
ろ
引
き
際
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
周
り
の
先
輩
役
員
さ
ん
を
見

回
す
と
、
肩
書
か
報
酬
へ
の
拘
り
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
見
て
も
晩
節

を
・
・
・
。
振
り
返
っ
て
わ
が
身
を
思
い
、

晩
節
を
・
・
考
え
る
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　
オ
カ
リ
ナ
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
谷
栄
康

名
古
屋
市
を
退
職
し
て
か
ら
早
い
も
の

で
、
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

在
職
中
の
防
災
関
係
の
仕
事
が
縁
で
、

「
可
児
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
」

と
し
て
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
各
地
の

被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
は
妻
と
念
願
の
海
外
旅

行
へ
。
一
人
暮
ら
し
の
母
を
案
じ
つ
つ

長
男
夫
妻
の
後
押
し
も
あ
り
、
ス
イ
ス
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
中
国
を
旅
し
て
多
く
の
世
界

遺
産
と
人
々
に
出
会
い
感
動
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
は
じ
め
た
登
山

は
25
年
。
今
も
山
仲
間
と
ア
ル
プ
ス
か
ら

里
山
ま
で
、
そ
し
て
冬
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

で
雪
山
を
歩
き
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、『
雨
の
中
で
も
活
動

で
き
る
趣
味
を
探
し
た
ら
』
と
言
う
妻
の

勧
め
も
あ
り
オ
カ
リ
ナ
教
室
に
入
っ
て
3

年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
も
あ
り
ま
し
た
が

演
奏
会
や
慰
問
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

オ
カ
リ
ナ
の
魅
力
は
澄
み
き
っ
た
音
色

と
手
軽
に
持
ち
運
べ
る
こ
と
で
す
。

登
山
の
際
に
リ
ュ
ッ
ク
に
忍
ば
せ
山
の

上
で
吹
く
時
は「
至
福
の
ひ
と
と
き
」で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
区
）

「
能
」
の
稽
古
は

　

脳
ト
レ
、
筋
ト
レ
？

寺
田
ま
ち
子

能
の
稽
古
は
仕
舞
い
と
謡
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
方
は
、
仕
舞
い
と
謡
を
稽
古

さ
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
小
鼓
、
太
鼓
な
ど

別
に
稽
古
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

職
場
の
先
輩
か
ら
、「
稽
古
場
が
近
い
よ
。」

と
誘
わ
れ
、
金
春
流
能
楽
会
（
名
古
屋
春

栄
会
）
に
入
会
し
た
の
は
、
一
九
九
六
年

で
、
仕
舞
い
の
初
舞
台
は
そ
の
年
の
七
月

で
し
た
。

謡
に
合
わ
せ
て
舞
う
仕
舞
い
と
プ
ロ
の

囃
子
方
が
加
わ
る
舞
囃
子
が
あ
り
、
こ
の

二
十
五
年
で
、
十
回
舞
囃
子
を
舞
い
ま
し

た
。
謡
は
体
全
体
を
使
わ
な
い
と
大
き
な

声
が
出
な
い
し
、謡
い
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

頭
は
ま
っ
す
ぐ
首
に
載
せ
、
両
腕
は
肘
を

落
と
さ
ず
、
体
の
軸
を
保
ち
、
足
は
摺
り

足
で
流
れ
る
よ
う
に
進
み
、
止
ま
る
と
き

は
体
全
体
で
止
ま
る
。
稽
古
で
は
で
き
て

も
、
舞
台
で
は
体
が
勝
手
に
違
う
動
き
を

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
脳
が
混

乱
す
る
よ
う
で
す
。

能
は
徳
川
幕
府
に
武
家
の
式
楽
と
し
て

採
用
さ
れ
、
初
代
名
古
屋
城
主
義
直
も
側

近
と
共
に
能
舞
台
を
楽
し
ま
れ
た
と
か
、

秀
吉
も
信
長
も
能
を
好
ん
で
自
ら
稽
古
し

た
そ
う
で
す
。
私
も
こ
れ
か
ら
先
、
ど
れ

く
ら
い
稽
古
を
続
け
ら
れ
る
か
未
知
の
世

界
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
区
）
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名
古
屋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
　

　　　理
事
長
　杉
﨑
正
美
さ
ん
�

16

杉﨑正美 さん

（注）

　ＭＩＣＥとは、

　　Ｍ：ミーティング（会議・研修）　

　　Ｉ：インセンティヴ（報奨・招待旅行）

　　Ｃ：コンベンション（大会・学会）

　　Ｅ：エキジビジョン（展示会）　

　から頭文字をとった造語です。　

今
回
の「
こ
の
人
・
あ
の
人
」は
、（
公
財
）

名
古
屋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
理
事
長
の
杉
﨑
正
美
さ
ん
に
ご
登
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
―
―
杉
﨑
さ
ん
の
市
役
所
時
代
の
経
歴

は
・
・
・　

採
用
は
北
区
役
所
で
し
た
が
、
主
に
総

務
局
で
、
人
事
労
務
や
企
画
分
野
を
中
心

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。平
成
31
年
３
月
、

教
育
委
員
会
（
教
育
長
）
を
最
後
に
、
名

古
屋
市
を
退
職
し
ま
し
た
。

―
―
―
現
役
時
代
の
印
象
に
残
る
お
仕
事

は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
・
・
・

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
平

成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
支
援
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
印
象

的
で
す
。
あ
の
時
、
ち
ょ
う
ど
総
務
局
長

室
で
打
合
せ
中
で
し
た
。
た
ま
た
ま
中
部

国
際
空
港
の
職
員
と
電
話
中
に
、
突
然
、

庁
舎
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
始
め
ま
し
た
。

「
空
港
も
揺
れ
て
い
る
？
」
と
聞
い
た
ら
、

空
港
も
揺
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
は

た
だ
な
ら
ぬ
こ
と
が
起
こ
っ
た
、
と
思
い

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
み
る
と
、
三

陸
沖
の
大
地
震
。
直
後
の
大
津
波
が
、
被

災
地
を
襲
う
様
子
が
、
何
度
と
な
く
映
さ

れ
、
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

翌
週
に
は
被
災
地
支
援
の
取
り
組
み
が

始
ま
り
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
を
支
援
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
職
員
部
長
と

し
て
、
職
員
の
派
遣
を
担
当
し
、
何
度
も

被
災
地
を
訪
問
し
、
派
遣
職
員
の
苦
労
や

現
地
の
被
害
の
大
き
さ
に
心
が
痛
み
ま
し

た
。
支
援
業
務
は
、
生
活
や
医
療
面
の
ほ

か
、
観
光
や
文
化
な
ど
す
べ
て
の
分
野
に

及
び
、
そ
の
縁
で
、
友
好
都
市
協
定
が
結

ば
れ
中
学
生
の
交
流
事
業
な
ど
様
々
な
交

流
事
業
が
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

―
―
―
現
在
の
お
仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ

い
・
・
・　

（
公
財
）
名
古
屋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
理
事
長
に
就
任
し
て
し

ば
ら
く
は
、観
光
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
後
注
）は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
控
え
て
、
絶
好
調
で
し
た
。
し
か
し
令

和
２
年
に
入
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
そ
の
勢
い
は
急

速
に
冷
え
込
ん
で
、
観
光
需
要
が
蒸
発
し

ま
し
た
。　
　

令
和
３
年
後
半
に
な
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
進
み
、
一
人
一
人
の
感
染
予
防
対

策
が
徹
底
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
も
急
速
に
終
息
に
向
か
う
様
相
を
見

せ
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
の
時
代
と
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
観
光
や
Ｍ
Ⅰ
Ｃ
Ｅ

は
、
感
染
対
策
、
ネ
ッ
ト
予
約
、
非
接
触
、

３
密
回
避
、
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
き
ま
す
。
海
外

旅
行
は
、
今
し
ば
ら
く
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
２
年
間
に
貯
め
込
ん
だ

旅
行
計
画
を
少
し
ず
つ
実
行
に
移
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
お
休
み
の
日
は
、
ど
の
よ
う
に
お

過
ご
し
で
す
か
・
・
・

コ
ロ
ナ
禍
の
前
ま
で
は
、
ジ
ム
に
通
っ

て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
、
仕
事
柄
、
い
ろ
い
ろ
な
観
光

地
や
施
設
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

―
―
―
最
後
に
、
名
友
会
会
員
の
皆
さ

ま
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
・
・
・

名
古
屋
市
内
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
県

に
は
、見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
熱
田
神
宮
草
薙
館
や
名
古
屋
城
西

の
丸
御
蔵
城
宝
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
今

秋
に
は
、愛
・
地
球
博
記
念
公
園
内
に
「
ジ

ブ
リ
パ
ー
ク
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で

す
。
他
に
も
、
新
し
い
施
設
が
い
く
つ
も

開
館
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
出
か
け
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
旅
行
は
、
人

生
の
喜
び
、
生
き
る
喜
び
で
す
。
見
ど
こ

ろ
い
っ
ぱ
い
の
名
古
屋
を
是
非
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
詳
し
い
情
報
、
最
新
の
情
報

は
ナ
ゴ
ヤ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ま
で
（
左
の

QR
コ
ー
ド
か
ら
）。
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ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

自　

令
和
三
年
一
月

至　

令
和
三
年
九
月

氏

名
退
職
所
属

退
職
年

逝
去
年
月
日

享
年

平　

松　

万
㐂
子
土
木
局
賛
助
03
・
01
・
15
95
歳

小

林

廣

男
土
木
局
Ｓ
58

02
・
01
93
歳

木

下

初

子
総
務
局
賛
助

03
・
12
97
歳

服

部

幸

夫
緑
土
局
Ｈ
21

04
・
08
72
歳

飯

沼

憲

政
経
済
局
Ｈ
01

04
・
28
89
歳

中
瀬
古　

俊　

也
経
済
局
Ｈ
01

04
・
28
88
歳

山

口　
　

治
上
下
水
Ｈ
18

05
・
03
75
歳

髙

濱  　

潔
民
生
局
Ｈ
07

05
・
12
86
歳

川

橋

正

昭
計
画
局
Ｓ
63

05
・
15
88
歳

合

掌

好

枝
南　

区
賛
助

05
・
25
86
歳

加

藤

和

男
民
生
局
Ｓ
62

05
・
22
91
歳

久

野

正

枝
土
木
局
賛
助

05
・
26
84
歳

伊

藤

昭

保
秘
書
室
Ｓ
59

05
・
31
93
歳

川

澄

重

充
上
下
水
Ｈ
17

06
・
14
76
歳

氏

名
退
職
所
属

退
職
年

逝
去
年
月
日

享
年

鳴

本

早

夫
昭
和
区
Ｈ
05
03
・
06
・
18
89
歳

丹　

羽　

あ
け
み
子
ど
も
Ｈ
30

06
・
20
54
歳

夏

目

照

雄
環
境
局
Ｈ
22

06
・
25
71
歳

大

澤

正

隆
助  

役
Ｈ
05

07
・
07
91
歳

後

藤

幹

子
衛
生
局
賛
助

07
・
28
95
歳

岡

田

輝

彦
港　

区
Ｈ
16

08
・
03
77
歳

朝
日
奈　

二
美
代
民
生
局
Ｓ
61

08
・
04
90
歳

三

輪

哲

夫
緑
土
局
Ｈ
20

08
・
05
74
歳

髙

橋

節

子
衛
生
局
Ｓ
35

08
・
07
91
歳

浅

尾

正

和
名
東
区
Ｓ
63

08
・
27
88
歳

伊

藤

春

子
名
港
管
賛
助

08
・
30
81
歳

春

日

康

宏
総
務
局
Ｈ
14

09
・
01
80
歳

平

戸

俊

郎
名
港
管
Ｈ
02

09
・
04
90
歳

三　

芳　

壽
和
雄
消
防
局
Ｈ
18

09
・
06
76
歳

服

部

俊

二
教
育
委
Ｈ
17

09
・
08
76
歳

29
名
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山田会長と三ツ井さん

b

　
　

お
知
ら
せ

◆
今
年
度
ま
で
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

会
費
が
未
納
の
方
は
同
封
の
郵
便
局
払

込
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
会
費
が
未
納

の
ま
ま
で
す
と
自
動
車
保
険
等
の
団
体
割

引
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

抽
選
会
な
ど
の
機
会
に
当
選
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

名
友
会
事
務
所
で
も
払
込
手
続
き
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
に

は
、
事
務
所
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
会

費
納
入
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
「
自
動
引
き
落
と
し
」
に
つ
い
て

会
費
の
自
動
引
き
落
と
し
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
名
友
会
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

「
自
動
払
込
利
用
申
込
書
」（
郵
便
局
専

用
）
を
送
付
致
し
ま
す
。
又
、
既
に
希
望

を
名
友
会
に
連
絡
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

別
途
送
付
い
た
し
ま
す
。

☆
住
所
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て

「
住
所
」
な
ど
の
会
員
情
報
の
変
更
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

◎
「
第
４
９
９
回
定
期
演
奏
会
」

井
上
道
義　
（
指
揮
）

佐
藤
晴
真　
（
チ
ェ
ロ
）

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
：
交
響
曲
第
８

番
他

◦
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

◦
３
月
11
日
（
金
）
18
：
45
開
演

　
　
　

12
日
（
土
）
16
：
00
開
演

◦
Ｓ
席
～
Ｃ
席
２
割
引　

　
　
　

5
，１
２
０
円　

２
，５
６
０
円

★
申
込
み
は
２
月
28
日
（
月
）
ま
で　

名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団

◎　

オ
ペ
レ
ッ
タ「
伯
爵
令
嬢
マ
リ
ツ
ァ
」

ウ
ィ
ン
ナ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
白
銀
の
時
代

の
名
作
を
、名
古
屋
の
キ
ャ
ス
ト
で
上
演

◦
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

◦
２
月
20
日
（
日
）
16
時
開
演

◦
Ｓ
席
５
，０
０
０
円
を
4
，０
０
０
円

★
申
込
み
は
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

米
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
３
年
度
の
米
寿
該
当
者
は
昭
和
８

年
生
ま
れ
の
方
で
、
49
名
の
皆
様
で
す

（
１
１
９
号
に
掲
載
）。

令
和
３
年
６
月
16
日
に
、山
田
会
長
が
、

名
古
屋
市
北
区
在
住
の
三
ツ
井
清
治
様
を

訪
問
し
、
直
接
お
祝
い
品
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。
三
ツ
井
様
と
は
、
市
役
所
時
代
の

仕
事
の
思
い
出
や
、
野
球
や
卓
球
な
ど
お

得
意
の
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
で
、
楽
し
く
時

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
26
日
に
は
、
尾
崎
理
事
が

名
古
屋
市
緑
区
在
住
の
伊
藤
芳
高
様
に
お

祝
い
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
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名友報「新春クイズ」

第１問
　次の文章は、外国の生まれながら、日本文学の研究者として著名な人によるに日本文学の評論か
ら抜き書きしたものです。誰の（著作者）、どんな作品（著作名）について書いたものか、答えて
ください。　　

「日本人が桜の花の下に集まって、春が来た喜びを表現するにあたって酒を飲み、ゲロを吐いたり、
喧嘩をしたりするようになったのは江戸以来のことで、昔の人は桜の花の下を歩くことをむしろ恐
れていたし、誰も桜の花を美しいなどとは考えなかった。」　

第２問（塩分濃度）
　２％の食塩水と７％の食塩水をまぜたら、４％の食塩水が５００ｇができました。まぜてできた
食塩水の食塩の量は何ｇですか。また、もとの２％の食塩水の量は何ｇだったでしょうか。

第３問　
　農業生産物ですが、世界では、生産量に比して食用として消費される率は高くありません。日本
国内の自給率は約７％ですが、食用加工品としてすごく多様な消費をされます。日本で最も生産量
が多いのは北海道です。幕末に黒船で来訪したペリーが帰国する際に、持ち帰って、いまやアメリ
カが世界有数の生産国になっていると言われます。どんな農作物についての説明でしょうか。

※クイズの締め切りは２月４日（金）必着。ハガキかＦａｘで応募してください。１問だけの回答
でもいいですが、３問すべてにチャレンジすることもできます。３問すべてに応募する方は、「チャ
レンジ」と表記してください。正解者から抽選で５名に、図書券などの賞品を差し上げます。

クイズの回答先　　　名友会事務局　〒 460-0008　名古屋市中区栄五丁目 14-4　吉野ビル 1F　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fax （ 0 5 2 ） 2 6 3 - 1 6 4 5

前回の正解　
問１　　 芥川龍之介　　「侏儒の言葉」
問２　　 ２７人　　６０％　　　
問３　　 特牛＝こっとい（山陰本線）　　妹背牛＝もせうし（函館本線）　　
　　　　 撫牛子＝ないじょうし（奥羽本線）
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な ご や

街
角

さ
ん
ぽ

ゐのくち式渦巻ポンプ

下水道使用開始百周年記念碑

名友会ホームページ



編

集

後

記




▼
昨
年
は
東
京
五
輪
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
「
無
観
客
」
と
い
う
異
常
事
態

の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
禍
」

も
沈
静
化
し
た
か
と
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、

新
た
な
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
確
認

さ
れ
油
断
で
き
ま
せ
ん
。
三
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

マ
ス
ク
や
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
を
続
け
、

自
己
防
衛
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
初
詣
は
改
め
て
健
康
を
祈
念
し
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

▼
毎
日
曜
日
の
朝
ラ
ン
で
お
参
り
す
る
浄
土

真
宗
「
福
泉
寺
」
に
掲
示
し
て
あ
っ
た
法
語

『
老
い
が
、
病
が
、
死
が
、
私
の
生
を
問
い

か
け
て
い
る
』本
当
に
そ
う
だ
と
心
に
刻
み
、

ま
た
走
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

▼
副
会
長
の
長
谷
川
さ
ん
が
本
を
出
版
し
ま

し
た
。

「
市
役
所
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」（
ゆ
い
ぽ
お
と

社
発
行
）

　

名
友
会
事
務
局
で
取
り
扱
い
ま
す
が
、
事

務
所
で
の
販
売
だ
け
で
す
。
１
冊
１
２
０
０

円
（
税
込
み
）、
い
く
ら
か
お
得
で
す
。
配

送
を
ご
希
望
の
方
は
、
ア
マ
ゾ
ン
で
探
し
て

く
だ
さ
い
。
１
２
０
０
円
（
税
別
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

　

今
回
、
新
し
い
企
画
と
し
て
、
街
角
を
散

歩
し
て
い
て
ふ
と
気
に
な
っ
た
、
遺
跡
・
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
い

く
ら
か
掘
り
下
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
と
し
て
、
名
友
会
事
務
所
の
近
く
で

見
つ
け
た
黒
い
物
体
（
写
真
）
で
す
。

名
友
会
の
事
務
所
は
、
栄
五
丁
目
、
地
下

鉄
矢
場
町
駅
、
松
坂
屋
南
館
の
東
方
、
久
屋

大
通
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に
あ
り
ま
す
。
こ

こ
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
南
に
歩
い
て
５
分
、
若

宮
大
通
り
を
渡
っ
た
東
川
端
通
り
の
北
端

に
、
こ
の
物
体
は
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
以

前
か
ら
「
何
か
な
？
」
と
は
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
深
く
は
気
に
留
め
な
い
で
い
ま
し
た
。

今
回
改
め
て
近
よ
っ
て
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

「
ゐ
の
く
ち
式
渦
巻
ポ
ン
プ
」
と
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
置
い
て
あ
る
の
で
は
な
く
「
展
示
」

し
て
あ
っ
た
の
で
す
。
あ
た
り
は
堀
留
水
処

理
セ
ン
タ
ー
（
旧
堀
留
下
水
処
理
場
）
な
の

で
、
名
古
屋
市
の
水
処
理
に
活
躍
し
た
施
設

か
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み

る
と
、
東
京
帝
国
大
学
の
井
口
在
屋
と
い
う

教
授
の
発
明
し
た
渦
巻
式
の
揚
水
ポ
ン
プ
で

あ
り
、
博
物
館
明
治
村
に
も
、
同
様
の
ポ
ン

プ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
日
本
機

械
学
会
の
「
機
械
遺
産
９
号
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
近
代
化
遺
産
で
あ
っ
た
。
で
も
揚
水

ポ
ン
プ
と
い
う
こ
と
は
、
水
の
く
み
上
げ
に

使
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
下
水
処
理
と

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
、
と
疑
問
が
わ
く
。

そ
こ
で
上
下
水
道
局
に
聞
き
取
り
調
査
。
施

設
管
理
課
の
坂
部
課
長
と
西
部
打
出
水
処
理

事
務
所
の
高
橋
所
長
が
応
対
し
て
く
れ
ま
し

た
。
展
示
さ
れ
て
い
る
ポ
ン
プ
は
、
名
古
屋

で
最
初
の
雨
水
処
理
施
設
で
あ
る
熱
田
ポ
ン

プ
所
（
当
時
は
熱
田
抽
水
場
）
で
、
昭
和
2

年
か
ら
50
年
間
ほ
ど
、
雨
水
の
排
水
に
活
躍

し
た
当
時
の
新
式
ポ
ン
プ
で
す
。
そ
れ
以
前

は
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
ポ
ン
プ
を
、
井
口
教

授
が
改
良
し
て
大
変
効
率
の
良
い
揚
水
ポ
ン

プ
を
発
明
し
た
の
だ
と
の
こ
と
。
ゐ
の
く
ち

式
渦
巻
ポ
ン
プ
の
技
術
は
現
代
の
数
多
く
の

ポ
ン
プ
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。　

名
古
屋
市
で
は
平
成
24
年
に
下
水
道
の

供
用
開
始
か
ら
、
平
成
26
年
に
は
水
道
給
水

開
始
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し

た
。
記
念
と
し
て
日
本
で
最
初
の
活
性
汚
泥

法
に
よ
る
下
水
処
理
施
設
で
あ
る
「
堀
留
下

水
処
理
場
」
の
地
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て

こ
の
ポ
ン
プ
を
展
示
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。　

こ
う
し
て
、
改
め
て
見
つ
め
て
み
る
と
、

な
ん
と
な
く
眺
め
て
い
た
「
黒
い
物
体
」
に

も
、
深
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
、

認
識
し
た
こ
と
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
近
く
で
、
散
歩
中
に
見
か
け

る「
遺
跡
や
碑
」、「
不
可
思
議
な
物
体
」な
ど
、

気
づ
か
れ
た
方
は
、
郵
便
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
掲
載
さ
れ
た
情
報
の
提

供
者
に
は
祖
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
こ
の

企
画
が
連
載
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
読
者
の
皆

さ
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


